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この区議会だよりは、再生紙（再生紙活用率７０％）を活用しています。

第２２５号 平成２４年（２０１２年）１月２６日

�
第　

回
オ
リ
ン
ピ
ỽ
ク
競
技
大

⚓⚒
会
及
び
第　

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ỽ

⚑⚖

ク
競
技
大
会
東
京
招
致
に
関
す

る
決
議

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ỽ
ク

を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
は
ỏ

我
が
国
が
東
日
本
大
震
災
か
ら

僅
か
９
年
で
再
び
力
強
く
復
興

し
た
姿
と
日
本
が
安
全
で
あ
る

こ
と
を
世
界
に
示
す
こ
と
が
で

き
ỏ
我
が
国
自
身
に
と
ỳ
て
も

復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
象

徴
的
な
目
標
と
な
る
Ố

　

ま
た
ỏ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ỽ
ク
競

技
大
会
の
開
催
は
ỏ
バ
リ
ア
フ

リ
ồ
や
ユ
ニ
バ
ồ
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
浸
透
に
よ
る
障
害
者
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
ỏ
誰

も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
う
共
生
社
会
の
実
現
を

促
進
す
る
Ố

　

よ
ỳ
て
ỏ
中
野
区
議
会
は
ỏ

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
第

　

回
オ
リ
ン
ピ
ỽ
ク
競
技
大
会

⚓⚒及
び
第　

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ỽ
ク

⚑⚖

競
技
大
会
の
東
京
招
致
を
こ
こ

に
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
Ố

�
◆
ủ
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
事
業
Ứ
の
継

続
及
び
同
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
次
の

事
項
を
強
く
要
望
し
ま
す
Ố

１
⁒
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
ỏヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
ỏ小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

可
決
し
た

決　

議  
（要旨（要旨））

第４回
定例会

可
決
し
た

意
見
書  
（要旨（要旨））

第４回
定例会

て
ỏ
予
防
接
種
法
に
よ
る
定

期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
Ố

２
⁒
定
期
接
種
化
が
平
成　

年
⚒⚓

度
中
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
ỏ

平
成　

年
度
以
降
も
子
宮
頸

⚒⚔

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
事
業
の
継
続
を
行
う
こ

と
Ố

３
⁒
平
成　

年
度
の
接
種
対
象

⚒⚓

者
で
ỏ
接
種
が
平
成　

年
度

⚒⚔

に
ま
た
が
る
方
々
に
つ
い
て
ỏ

接
種
完
了
ま
で
の
助
成
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
を
ỏ
早

急
に
行
う
こ
と
Ố

◆
飲
食
物
の
放
射
能
ủ
暫
定
規

制
値
Ứ
の
早
期
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
飲
食

物
に
関
す
る
放
射
能
ủ
暫
定
規

制
値
Ứ
を
見
直
し
ỏ
よ
り
安
全

な
基
準
値
を
早
急
に
策
定
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
Ố

◆
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
表
明
に
抗
議
す
る
意
見

書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
国
民
的
議

論
が
熟
す
よ
う
ỏ
交
渉
で
得
ら

れ
た
必
要
な
情
報
は
速
や
か
に

明
ら
か
に
し
ỏ
わ
が
国
に
と
ỳ

て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
利
点
ỏ
不
利
と

な
る
点
及
び
国
益
上
の
危
機
を

分
か
り
や
す
く
国
民
に
説
明
す

る
よ
う
ỏ
政
府
に
対
し
強
く
求

め
る
Ố

◆
ủ
緊
急
事
態
基
本
法
Ứ
の
早

期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
の
生
命
ỏ
財
産
ỏ
安
全

を
脅
か
す
事
態
が
発
生
し
て
お

り
ỏ
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
ỏ

国
会
及
び
政
府
に
対
し
ỏủ
緊

急
事
態
基
本
法
Ứ
を
早
急
に
制

定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
Ố

◆
原
子
力
発
電
所
の
警
備
に
関

す
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
次
の

事
項
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
ỏ

実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
Ố

１
⁒ủ
成
田
国
際
空
港
警
備
隊
Ứ

を
参
考
に
ỏ
警
察
に
新
た
に

ủ
原
発
等
警
備
隊
Ứ
を
創
設

す
る
な
ど
ỏ
警
備
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
Ố

２
⁒
自
衛
隊
の
任
務
に
原
発
施

設
等
の
警
護
を
加
え
る
自
衛

隊
法
の
改
正
を
行
う
こ
と
Ố

３
⁒
海
上
か
ら
の
攻
撃
に
対
処

す
る
た
め
ỏ
海
上
保
安
庁
と

海
上
自
衛
隊
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
Ố

４
⁒
警
察
・
自
衛
隊
と
周
辺
自

治
体
を
加
え
た
防
護
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
Ố

◆
サ
イ
バ
ồ
攻
撃
・
情
報
保
全

対
策
に
関
す
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
次
の
事
項
に
つ
い
て
積
極
的

に
実
現
を
図
り
ỏ
サ
イ
バ
ồ
攻

撃
に
対
す
る
国
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
よ
う
強
く
求
め
る
Ố

１
⁒
国
家
と
し
て
の
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
ỏ
情
報
保
全
の

基
本
戦
略
を
早
急
に
構
築
す

る
こ
と
Ố

２
⁒
防
衛
省
は
わ
が
国
の
防
衛

調
達
に
関
す
る
情
報
管
理
ỏ

保
秘
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
Ố

３
⁒
政
府
は
重
要
な
社
会
基
盤

に
対
す
る
サ
イ
バ
ồ
攻
撃
の

可
能
性
を
評
価
・
検
証
し
ỏ

地
方
自
治
体
に
対
す
る
サ
イ

バ
ồ
攻
撃
対
策
に
つ
い
て
も
ỏ

早
急
に
戦
略
を
構
築
す
る
こ

と
Ố

４
⁒
サ
イ
バ
ồ
攻
撃
を
受
け
た
ỏ

ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
発
見

さ
れ
た
場
合
の
対
応
指
針
を

早
急
に
策
定
す
る
こ
と
Ố

５
⁒
民
間
の
優
れ
た
人
材
の
技

術
を
活
用
し
ỏ
官
民
一
体
と

な
ỳ
た
情
報
保
全
対
策
を
構

築
す
る
こ
と
Ố

◆
八
ỽ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
早

期
完
成
を
求
め
る
意
見
書

　

首
都
圏
を
洪
水
と
渇
水
か
ら

守
る
八
ỽ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の

早
期
完
成
を
強
く
要
望
す
る
Ố

１
⁒
八
ỽ
場
ダ
ム
建
設
が
最
も

有
利
で
あ
る
こ
と
が
国
か
ら

明
確
に
示
さ
れ
た
今
ỏ
こ
の

検
証
結
果
を
最
大
限
尊
重
し
ỏ

直
ち
に
ダ
ム
本
体
工
事
に
着

手
す
る
と
と
も
に
ỏ
基
本
計

画
ど
お
り
平
成　

年
度
ま
で

⚒⚗

に
八
ỽ
場
ダ
ム
建
設
事
業
を

完
成
す
る
こ
と
Ố

２
⁒
地
元
住
民
の
生
活
再
建
事

業
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
Ố

◆
中
長
期
計
画
に
よ
る
少
人
数

学
級
推
進
と
教
職
員
定
数
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
次
の

事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
Ố

１
⁒
中
長
期
を
見
据
え
た
教
職

員
配
置
の
た
め
の
計
画
を
ỏ

早
急
に
策
定
す
る
こ
と
Ố

２
⁒
平
成　

年
度
予
算
の
中
に

⚒⚔

お
い
て
ỏ
小
学
校
２
年
生
に

お
け
る　

人
以
下
学
級
の
導

⚓⚕

入
を
含
む
ỏ
必
要
な
教
職
員

定
数
改
善
を
行
う
こ
と
Ố

　

第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
ỏ
次
の
と
お

り
で
す
Ốớ　

Ờ内
の
数
字
は
年

で
す
Ố

�ớ　

Ờ第
５
号
陳
情　

飲
食
物
の

⚒⚓放
射
能
ủ
暫
定
規
制
値
Ứ
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

ớ
意
見
書
提
出
們
み
な
す
採
択
Ờ

�ớ　

Ờ第
９
号
陳
情　

給
食
牛
乳

⚒⚓に
ủ
パ
ス
乳
Ứ
を
使
用
し
て
頂

く
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

們�
們�
賛
成
少
数

ớ　

Ờ第　

号
陳
情　

介
護
職
員

⚒⚓

⚑⚑

処
遇
改
善
交
付
金
を
継
続
す
る

よ
う
政
府
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
つ
い
て

們�
們�
賛
成
少
数

�
ụ
区
民
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第　

号
陳
情　

廃
食
油
回

⚒⚓

⚑⚐

収
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

ụ
建
設
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第
７
号
陳
情　

桃
園
川
緑

⚒⚓道
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

ụ
子
ど
も
文
教
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第
６
号
陳
情　

給
食
か
ら

⚒⚓受
け
る
子
ど
も
の
内
部
被
ば
く

を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て

採

択

不

採

択

継
続
審
査

●
第
１
回
定
例
会
ớ
予
定
Ờ

　
　
　

２
月　

日
Ỗ
３
月　

日

⚑⚖

⚒⚓

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会　
　

２
月
１
日

　

区
民
委
員
会　
　

２
月
１
日

　

厚
生
委
員
会　
　

２
月
１
日

　

建
設
委
員
会　
　

２
月
１
日

　

子
ど
も
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月　

日
⚓⚑

　

中
野
駅
周
辺
地
区
等
整
備
特

別
委
員
会　
　
　

１
月　

日
⚒⚖

　

議
会
運
営
委
員
会
２
月
２
日

区議会
だより
区議会
だより

へのご意見・
　ご要望などは、
　　区議会事務局まで

〒164－8501  中野区中野4－8－1
電話 3228－5585 FAX 3228－5693

Ｅメール
kugikaijimu@city.tokyo-nakano.lg.jp

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

今
後
の
議
会
日
程

結　

果

無
所
属 
汗

み
ん
な 
柑

民　

主 
棺

共　

産 
歓

公　

明 
澗

自　

民 
監

会派名等
（議員数）

件　名

区長提出議案
可 決○⁇○○⁇○○中野区行政財産使用料条例の一部を改正する条例
可 決○○○⁇○○電子計算組織の結合について
可 決○⁇○○○○○中野区区民活動センター条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○○⁇○○中野区立高齢者会館条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○○⁇○○中野区立体育館条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○○⁇○○中野区もみじ山文化の森施設条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○○⁇○○中野区区民ホール及び芸能小劇場条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○○⁇○○指定管理者の指定について
可 決○⁇○○⁇○○中野区立公園条例の一部を改正する条例（修正案）
可 決○⁇○○⁇○○中野区立公園条例の一部を改正する条例（修正案を除く原案）
可 決○⁇⁇○○○○中野区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
可 決○⁇⁇○○○○中野区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
可 決○⁇⁇○○○○中野区長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例
可 決○⁇⁇○○○○中野区教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例
可 決○⁇⁇○○○○中野区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

陳　情
不採択○⁇⁇⁇○⁇⁇（⚒⚓）第⚙号陳情　給食牛乳に「パス乳」を使用して頂くことについての陳情

不採択○⁇⁇⁇○⁇⁇（⚒⚓）第⚑⚑号陳情　介護職員処遇改善交付金を継続するよう政府に意見書を提出すること
について
※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、民主：中野区議会民主党議員団、
　みんな：みんなの党、無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

【○：賛成　 ：反対】意見の分かれた案件（第４回定例会）Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q


